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信

　
戦
後
69
年
の
去
年
4
月
3
日
、「
中
国
の
品
質
管
理
の
父
」と
呼
ば
れ
た
経
済
学
者
の

劉
　
源
張
氏
が
北
京
の
自
宅
で
、
脳
卒
中
で
倒
れ
亡
く
な
ら
れ
た
。
89
歳
だ
っ
た
。
日

本
で
劉
氏
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
一
部
の
専
門
家
を
除
い
て
、
か
な
り
少
な
い
と

思
う
。
劉
氏
は
、
1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）長
崎
高
商
に
中
華
民
国
よ
り
留
学
。
昭

和
20
年
終
戦
の
年
の
3
月
心
な
ら
ず
も
、国
策
に
よ
り
、高
松
高
商（
そ
の
後
高
松
経
専
）

へ
転
校
さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
高
松
経
専
の
卒
業
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
期
の

留
学
生
の
一
部
し
か
知
ら
な
い
。
劉
氏
は
学
業
の
大
半
を
長
崎
高
商
に
在
籍
・
終
戦
の

間
際
に
在
籍
し
た
だ
け
で
高
松
経
専
卒
と
は
、
腑
に
落
ち
な
い
と
思
う
の
は
私
だ
け
だ

ろ
う
か
。

　
氏
は
そ
の
後
、京
都
大
学
を
卒
業
。ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
て
14
年
ぶ
り
に
故
国
へ
帰
り
、

当
時
の
中
国
の
国
家
の
変
容
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
研
究
を
続
け
ら
れ
、
中
国
の
発
展
に

貢
献
、
名
誉
あ
る
地
位
を
築
か
れ
た
。

　
か
く
言
う
私
は
、
長
大
経
済
学
部
の
あ
る
片
渕
町
の
住
人
で
、
71
歳
。
戦
前
、
満
州
、

中
国
の
留
学
生
も
下
宿
さ
せ
て
い
た
と
い
う
家
に
住
み
継
ぎ
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
眺

め
て
暮
ら
し
て
い
る
。
氏
の
逝
去
の
報
に
接
し
た
の
は
、
最
近
の
こ
と
で
、
現
在
、
経
済

学
部
3
年
の
留
学
生
、
常
　
聖
琳
君（
山
東
省
出
身
）と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
日
本
の
中
国
研
究
家
　
荒
井
　

利
明
氏（
元
滋
賀
県
立
大
学
教
授
）の
コ
メ
ン
ト
を
見
て
、

劉
氏
が
戦
時
下
、
長
崎
に
留
学
し
て
い
た
事
を
知
っ
た
。

　
私
は
、
長
大
経
済
学
部
同
窓
会
誌『
瓊ケ
イ

林リ
ン

第
1
1
2

号
』に
、
高
商
フ
ァ
ン
の
一
人
と
し
て
小
説「
流
転
海
峡
」

を
、
当
時
の
事
務
局
長 

（
故
）一
ノ
瀬
　
剛
氏
の
ご
好
意

に
よ
り
寄
稿
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
る（
Ｐ
93
〜
Ｐ

97
）。
先
の
大
戦
に
翻
弄
さ
れ
る
留
学
生
の
青
春
に
寄

り
添
う
よ
う
に
史
実
を
織
り
込
み
つ
つ
、
想
像
力
を
働

か
せ
て
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
さ
て
、
劉
氏
の
長
崎
で
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
氏
の
死
後
出
版
さ

れ
た『
中
国
工
程
院
院
士
伝
記
　
劉
　
源
張
自
伝
』（
著
者
劉
源
張
　
人
民
出
版
社
　
科

学
出
版
社
発
行
）の
第
1
章
　「
私
の
親
友
」と
題
し
、
交
友
、
親
戚
縁
者
等
の
記
述
が

あ
り
、
そ
の
1
0
1
ペ
ー
ジ
に「
私
と
緒
方
隆
夫
」の
標
題
で
、
長
崎
高
商
在
学
中
の
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
た
。

　
本
稿
は
、自
伝
に
描
か
れ
た
青
年
劉
氏
の
長
崎
滞
在
の
記
述
を
ご
本
人
の
自
伝
に
沿
っ

て
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

「
私
と
緒
方
隆
夫
氏
」　
　〔
翻
訳
〕　
私（
鴨
川
）と
常
　
聖
琳
氏

　
緒
方
氏
と
私
と
は
面
白
い
ご
縁
か
ら
友
達
に
な
っ
た
。
1
9
4
2
年
2
月
、
長
崎
に

来
て
、
民
間
に
住
居
を
定
め
下
宿
し
た
。
下
宿
に
は
私
の
他
に
3
人
の
日
本
の
学
生
が

い
た
。
緒
方
氏
は
そ
の
一
人
で
す
。
彼
ら
は
、
全
部
2
階
に
住
み
、
私
一
人
は
1
階
に
住

ん
で
い
た
。
あ
る
日
、夕
食
後
、私
は
自
室
で
安
田
さ
ん
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
私
は
、

青
島（
チ
ン
タ
オ
）で
ゴ
ム
企
業
を
経
営
し
て
い
る
日
本
の
商
人
、
安
田
理
雄
さ
ん
か
ら
援

助
を
受
け
て
い
た
の
で
、
彼（
安
田
氏
）の
母
校
で
あ
っ
た
長
崎
高
等
商
業
学
校
に
留
学

し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
彼
に
手
紙
を
書
い
て
、
無
事
長
崎
に
着
い
た
こ
と
を
報
告
し
た

か
っ
た
の
で
す
。
私
は
、
当
時
、
日
本
語
が
、
下
手
で
、
日
本
語
で
文
章
の
意
味
を
十

分
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
図
書
館
か
ら
手
紙
の
書
き
方
の
本
を
借
り
て
手
紙
を

書
い
た
。
私
が
書
い
て
い
る
時
、
緒
方
氏
が
二
階
か
ら
私
の
部
屋
に
下
り
て
き
て
、
私
の

テ
ー
ブ
ル
上
の
手
紙
を
見
て
、
声
を
張
り
上
げ
た
が
、
私
に
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
で

も
、
彼
は
驚
い
た
様
子
を
見
せ
た
。
彼
は
、
ゆ
っ
く
り
と
私
に
説
明
し
、
私
が
書
い
た

文
字
は
、
一
般
の
日
本
人
で
も
書
け
な
い
文
体
で
、
こ
の
文
体
は
、
昔
の
日
本
人
が
使
っ

た
文
章
の
書
き
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
彼
は
、
普
通
の
日
本
語
も
よ
く
話
せ
な
い
私
が
、

こ
の
よ
う
な
難
し
い
文
章
に
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
に
、
ひ
ど
く
感
心
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
緒
方
氏
と
良
い
友
達
に
な
っ
た
。
私
の
日
本
語
の
誤
り
を
正
し
、
敬

語
の
使
い
方
も
教
え
て
く
れ
た
。
私
が
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
な
い
時
に
は
、
彼
は
、

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
。
つ
い
に
私
達
は
、
無
二
の
親
友
に
な
っ
た
。
彼
の
教
え
で
私
は

次
第
に
日
本
語
が
上
手
く
な
っ
て
き
て
、
会
話
が
弾
ん
だ
。

　
当
時
、
日
本
で
は
、
食
糧
は
配
給
制
度
と
な
り
、
一
日
に
三
合
二
勺
の
米
で
は
、
飢

え
な
い
ま
で
も
、
力
仕
事
に
は
絶
対
足
り
な
い
量
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
達
は
よ
く
下

宿
を
替
わ
っ
た
。
替
わ
っ
た
最
初
、
待
遇
が
よ
く
、
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
、
私
達
は
又
下
宿
を
替
わ
っ
た
。
一
度
、
私
達
が
下
宿
を
替
わ
っ
た
ば
か
り
の
時
に
、

お
女
将
さ
ん
が
側
に
座
っ
て
、
緒
方
氏
に
は
多
く
、
私
に
は
少
な
く
御
飯
を
つ
い
だ
。
そ

れ
で
い
い
の
だ
が
、
実
は
、
緒
方
氏
が
熊
本
の
実
家
に
帰
っ
て
、
長
崎
に
戻
る
た
び
、
私

に
餅
の
土
産
が
あ
っ
た
。
こ
れ
で
、
私
の
胃
袋
は
満
た
さ
れ
た
。
下
宿
の
男
主
人
は
、

兵
隊
に
行
か
れ
、
戦
地
に
赴
い
て
い
た
の
で
、
お
女
将
さ
ん
一
人
で
下
宿
を
切
り
盛
り
し

た
。
何
人
か
下
宿
人
が
い
た
の
で
、
彼
女
は
気
が
紛
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
緒
方
氏
の
実
家
は
、
熊
本
県
の
富
農
で
、
彼
は
、
私
を
熊
本
遊
覧
の
旅
に
誘
っ
て
く

れ
た
。
昔
、
熊
本
は
、
有
力
な
大
名
の
下
に
あ
っ
て
、
堅
固
な
石
垣
に
囲
ま
れ
た
熊
本

城
内
を
、
案
内
し
て
く
れ
た
。
確
か
に
見
応
え
の
あ
る
古
い
史
跡
だ
っ
た
。
彼
は
又
私

を
連
れ
て
、
西
郷
隆
盛
が
自
決
し
た
と
こ
ろ（
城
山
か
？
）に
行
っ
た
。
彼
は
西
郷
の
一
生

を
、
声
を
詰
ま
ら
せ
感
極
ま
っ
て
話
し
て
く
れ
た
。
私
は
、
熊
本
人
が
持
つ
、
郷
土
の

偉
人
に
対
す
る
思
い
に
感
動
を
受
け
た
。
彼
は
私
を
実
家
に
案
内
し
て
、
日
本
の
農
家

の
構
造
と
特
長
を
説
明
し
て
く
れ
た
。
そ
の
時
か
ら
、
私
は
さ
ら
に
熊
本
に
親
近
感
を

覚
え
た
。
70
年
後
、
私
の
妻
の
日
本
人
母
が
永
住
帰
国
し
、
熊
本
に
住
ん
だ
為
、
な
お

一
層
、
私
の
思
い
が
深
ま
っ
た
。

　
1
9
4
3
年
6
月
、
私
は
、
長
崎
の
憲
兵
に
捕
ま
り
、
拘
置
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
私

は
、
中
国
共
産
党
の
ス
パ
イ
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
私
は
山
登
り
が
好
き
で

緒
方
氏
と
一
緒
に
長
崎
の
山
に
登
り
、
山
か
ら
、
三
菱
造
船
所
に
停
泊
中
の
、
軍
艦
を

み
た
の
で
、
軍
艦
を
偵
察
し
て
い
た
の
で
は
、
と
思
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
1
9
4
4
年（
昭
和
19
年
）1
月
、
私
は
、（
冤
罪
と
判
り
）釈
放
さ
れ
た
。
下
宿
に

帰
る
と
、
私
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
緒
方
氏
が
置
い
た
1
通
の
手
紙
を
見
つ
け
た
。
手
紙

に
は
、
彼
が
召
集
を
受
け
入
隊
し
、
前
線
に
赴
く
旨
の
内
容
と
、
私
に
対
し
、
健
康
と

幸
せ
を
祈
る
、
と
書
き
残
し
て
あ
っ
た
。
彼
の
部
隊
の
番
号
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　
第
2
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
新
聞
は
、
連
日
、
日
本
軍
人
の
復
員
の
ニ
ュ
ー
ス
を

報
じ
て
い
た
。
あ
る
日
、
私
は
、
新
聞
に
載
っ
た
ひ
と
つ
の
記
事
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
緒

方
氏
の
部
隊
番
号
の
船
が
、
太
平
洋
上
で
、
あ
る
島
へ
向
か
う
途
中
、
米
軍
潜
水
艦
の

攻
撃
を
受
け
、
部
隊
諸
共
撃
沈
さ
れ
、
海
底
に
沈
ん
だ
と
言
う
記
事
だ
っ
た
。

　
2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）11
月
22
日
、
私
は
来
日
中
、
緒
方
氏
の
消
息
を
尋
ね
て
、

三
九
五
号
　
平
成
二
十
七
年
六
月
十
日

長
崎
高
商
留
学
生（
38
期
中
退
）劉
　
源
張
氏
青
春
譜

長
崎
大
学
経
済
学
部
の
同
窓
会
に
立
ち
寄
り
、
卒
業
生
名
簿
を
調
べ
て
、
緒
方
氏
が
逝

去
者
の
欄
に
あ
る
の
を
確
認
し
た
。
弱
冠
、
21
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

　
私
は
、
緒
方
氏
が
中
国
の
戦
地
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
に
、
多
少
の
安
堵
を
覚
え
た
。

　
以
上
が
自
伝
の
概
略
で
す
。
そ
こ
で
、
緒
方
隆
夫
氏
が
、
熊
本
の
何
処
の
出
身
か
、

死
因
が
劉
氏
の
言
う
と
お
り
な
の
か
、
探
し
た
結
果
、
出
身
は
学
籍
簿
で
判
明
。
ご
存

命
で
あ
れ
ば
、
今
年
10
月
で
卆
寿
の
緒
方
氏
、
そ
し
て
卆
寿
を
目
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

劉
　
源
張
氏
の
、
戦
時
下
の
、
国
境
を
越
え
た
厚
い
友
情
に
思
い
を
は
せ
、
御
霊
の
ご

冥
福
を
祈
っ
て
筆
を
置
き
た
い
。�

（
N
P
O
法
人
ア
ジ
ア
交
流
友
の
会
員
）

○
長
崎
の
六
月
と
言
え
ば
六
月
一
日
の「
長
崎
く
ん
ち
小
屋
入
り
」に
始
ま
る
。こ
の
日
は
、

早
朝
よ
り
奉
納
踊
当
番
町
の
人
々
は
、
今
年
の「
奉
納
踊
稽
古
始
め
の
日
」と
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
踊
奉
納
の
無
事
を
祈
っ
て「
氏
神
諏
訪
神
社
」に
町
内
役
員
を
先
頭
に
踊

手
囃
方
一
同
、
シ
ャ
ギ
リ
の
音
に
合
わ
せ
て
正
装
し
参
拝
に
出
か
け
る
。
そ
の
シ
ャ
ギ

リ
の
音
を
聞
く
と
長
崎
の
街
の
人
達
は
何
か
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
と

言
う
。

○
或
る
人
よ
り「
シ
ャ
ギ
リ
と
は
一
体
な
ん
で
す
か
」と
た
ず
ね
ら
れ
た
。
日
本
語
辞
典
に

「
シ
ャ
ギ
リ
と
は
歌
舞
伎
の
一
幕
の
終
り
に
太
鼓
笛
等
で
は
や
す
鳴
物
」と
あ
っ
た
。「
長

崎
の
シ
ャ
ギ
リ
」も
江
戸
時
代
・
上
方
方
面
よ
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
長
崎
県
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

○
先
日
、
岐
阜
県
多
治
見
市
よ
り
軍
艦
武
蔵
関
係
の
御
遺
族
・
児
島
氏
来
訪
あ
り
。「
叔
父

が
長
崎
の
旧
家
で
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
記
録
が
自
宅
に
あ
り
、
其
の
旧
家
を
探
し
て

ほ
し
い
」と
の
事
。
早
速
そ
の
旧
家
を
御
訪
ね
し
た
と
こ
ろ
武
蔵
関
係
の
御
便
り
八
十

途
通
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
故
児
島
少
佐
殿
自
筆
の
手
紙
四
通
あ
り
、
よ
ろ

こ
ん
で
複
写
し
て
帰
ら
れ
た
。

○
今
年
は
被
爆
七
十
年
。
長
崎
市
で
も
長
崎
県
九
条
の
会
を
中
心
に「
平
和
憲
法
の
集
い
」

が
各
方
面
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
私
達
有
志
も
毎
週
日
曜
午
前
中
長
崎
市
光
源
寺
で
開

催
さ
れ
て
い
る
御
法
話
の
後
、
三
〇
分
ば
か
り
、「
私
は
原
爆
を
み
ま
し
た
の
よ
」と
い

う「
老
人
会
話
」を
始
め
た
。
老
御
婦
人
の
曰
く
、「
飛
行

機
が
唐
八
景
の
方
か
ら
飛
ん
で
来
ま
し
て
ね
、
浦
上
の

方
に
行
っ
て
…
」等
。

鴨
川
　
　
弘




